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　だんだんと秋が近づき、夏の疲れが出てくる頃かと思いますが、皆さま体調はいかがですか。
　小さい頃は、秋という季節に対して漠然と「静かで大人な季節」という印象をもっていましたが、食欲
の秋、読書の秋、芸術の秋、といわれるように、過ごしやすい気候のなかで味わえる楽しみがたくさんあ
ることを知り、「自由で豊かな季節」だなぁと思うようになりました。
　そして、店頭に並ぶ服も、オレンジや茶色、オリーブ色などあたたかそうな色合いと、厚手の生地のも
のが増えてきました。私は寒がりなので、冬になるとおしゃれよりも防寒に力を入れるようになります。夏
もクーラーと日焼け対策で上着やアームカバーを着用することが多いので、適度に涼しく体温調節の必
要性が少ない秋は、着たい服を着たいように着る絶好の機会です。
　年々、秋は短くなっていますが、この束の間にしがみつきたいと思っています。
　本号で紹介している竹原市の「たけはら町並み保存地区」に、レトロな服を着て出かけるのも素敵で
すね。（安芸の秋を満喫できそうです、なんちゃって。）
　皆さまにとっても、心の赴くままに過ごすことができる時間が少しでも多い秋であればいいなと思います。（や）
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ご協力ありがとうございました。
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江戸時代の風情が残る「たけは
ら町並み保存地区」。重要伝統的
建造物群保存地区に指定され、
散策に最適なエリアです。

竹原市

今月の表紙  

バックナンバーも
ご覧になれます

編集後記
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2 ひろしまの国保 No. 829

　この度、令和7年7月30日付けで、広島県国民健康保険団体連合会理事長に就任いたしました東広島市
長の髙垣廣德でございます。
　日ごろから皆様方には、国保・介護保険事業等の健全な運営にご尽力をいただき、深く敬意を表しますとと
もに、本会の事業運営につきまして、格別のご理解とご協力を賜り、心から感謝申し上げます。
　長年にわたり理事長を務められました入山欣郎大竹市長の後任として、重責を全うして参る所存でござい
ますので、よろしくお願い申し上げます。
　皆様ご承知のとおり、我が国の医療保険は、国民皆保険制度のもと、誰もが安心して医療を受けることが
できる医療体制を実現して参りましたが、少子高齢化の進展や、医療費の増大、更に昨今の諸物価上昇の
影響など、医療保険財政は年々厳しさを増しております。 
　こうした中、国においては、「審査支払機能に関する改革工程表」に基づき、審査基準等の統一やシステ
ムの共同開発・共同利用に向けた取組を進めるとともに、「医療・介護DXの更なる推進」として、全国医療情
報プラットフォームの構築等に取り組むこととされております。
　このような状況の中、本会といたしましては、基幹業務である診療報酬等の審査支払業務の適正・確実な
実施はもちろんのこと、医療・介護DXなどの社会の変革にも的確に対応し、保険者サービスの更なる質の向
上に取り組んで参ります。
　今後も、保険者の共同体として、医療・保健・介護等を通じ、地域社会へ貢献できる組織を目指して参りま
すので、保険者及び関係者の皆様におかれましては、これまでと変わらぬご理解とご協力を賜りますようお願
い申し上げまして、就任のご挨拶とさせていただきます。

就任のご挨拶

任期は令和7年7月30日から令和9年7月29日までの2年です。

理事長

広島県国民健康保険団体連合会

髙垣 廣德

髙垣廣德東広島市長が理事長に就任しました。

髙垣理事長の就任に際し、国保会館において、レセプトの画面審査等の業務視察及び職員との懇談を行いました。

令和7年9月



が
担
い
、町
内
の
社
会
福
祉
法
人
、医
療

法
人
社
団
、株
式
会
社
、公
益
社
団
法

人
な
ど
8
団
体
が
参
画
し
、行
政
も
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
根
底
に
は「
地
域
共
生
社
会
」の
理
念

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
世
代
や
分
野
を

超
え
て
住
民
と
関
係
機
関
が
支
え
合

い
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

め
ざ
す
考
え
方
で
す
。初
期
の
会
議
で
は

「
制
度
の
狭
間
に
あ
る
支
援
」「
生
活
困

窮
者
へ
の
対
応
」「
人
材
確
保
」な
ど
が

議
題
と
な
り
、各
団
体
が
経
験
に
基
づ

く
意
見
を
共
有
し
ま
し
た
。副
会
長
の

前
誉
宗
さ
ん（
指
定
障
害
者
支
援
施
設

戸
河
内
あ
す
な
ろ
園 

次
長
）は「
介
護

施
設
連
絡
会
や
介
護
支
援
専
門
員
協

会
な
ど
分
野
ご
と
の
連
絡
会
は
あ
り
ま

し
た
が
、町
内
の
福
祉
関
係
機
関
が
全
て

参
画
す
る
会
は
初
め
て
で
、意
義
の
あ
る

取
り
組
み
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
長
は
、会
議
に
と

ど
ま
ら
ず
実
際
の
活
動
を
伴
う
点
で

す
。人
材
確
保
策
と
し
て
広
島
市
内
の

就
職
フ
ェ
ア
に
合
同
出
展
し
、参
画
法

人
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
取
り
ま
と
め
て
来

場
者
に
紹
介
し
ま
し
た
。さ
ら
に
希
望

者
に
は
事
業
所
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施

34 ひろしまの国保 No. 829 ひろしまの国保 No. 829

「コロナ禍を経て、
連携の重要性を再認識した」と藤川会長

「単独での人材確保や事業運営が、
今後もさらに難しくなると思われる」と前副会長

就職フェアに合同出展 会議で課題を共有

「福祉関係機関の一体感を
地域に伝えていきたい」と戸田さん

　
安
芸
太
田
町
は
人
口
約
5,
2
0
0

人
、高
齢
化
率
約
52
％（
令
和
7
年
7

月
末
現
在
）と
全
国
的
に
も
高
い
水
準

で
高
齢
化
が
進
み
、小
中
学
生
は
約

2
0
0
人
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。こ

う
し
た
社
会
構
造
の
変
化
に
対
応
し
、

既
存
制
度
で
は
拾
い
き
れ
な
い
地
域
ニ
ー

ズ
に
公
益
的
に
応
え
る
こ
と
が
社
会
福

祉
法
人
に
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
流
れ
を
受
け
、令
和
4
年
7
月

に「
安
芸
太
田
町
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会（
以
下
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。事
務
局
は
安
芸
太

田
町
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、社
協
）

全
て
の
福
祉
関
係
機
関
が
参
画

02

右から会長の藤川真さん、事務局の戸田佑樹さん、副会長の前誉宗さん

事務局がある安芸太田町社会福祉協議会

福祉の横断組織で
課題を共有、解決

高齢化や人材不足に悩む地域で、どう福祉を支え続けるか。安芸太田町では、社会福祉法人や病院、株式
会社、行政などが連携した「安芸太田町地域福祉ネットワーク協議会」が動き出しました。就職フェアや
介護福祉士養成講座、見回りカーなどの実践を通じ、地域共生社会をめざす取り組みが広がっています。

協育隊

安芸太田町地域福祉ネットワーク協議会（安芸太田町）

vol.広島わがまち特集

人
材
確
保
に
向
け
合
同
出
展

し
、現
場
を
直
接
体
験
で
き
る
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。会
長
の
藤
川
真
さ
ん

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
光
園 

施
設

長
）は「
単
独
で
は
難
し
か
っ
た
採
用

活
動
も
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
で
町
全
体
の
人
材
確
保
力
が

高
ま
り
ま
す
。仕
事
と
住
ま
い
を
一
体

的
に
支
援
す
る
た
め
、地
域
協
働
課
と

連
携
し
町
営
住
宅
の
情
報
も
提
示
し

て
い
ま
す
」と
語
り
ま
す
。

　
人
材
育
成
で
は
、介
護
福
祉
士
の

養
成
講
座
を
町
内
で
開
設
す
る
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
広
島

市
ま
で
通
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

距
離
的
な
負
担
が
大
き
な
障
壁
で
し

た
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
的
に
可

能
と
な
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
が
終
了

す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、町
内

で
の
開
講
や
送
迎
支
援
な
ど
受
講

環
境
の
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
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右から会長の藤川真さん、事務局の戸田佑樹さん、副会長の前誉宗さん

事務局がある安芸太田町社会福祉協議会

福祉の横断組織で
課題を共有、解決

高齢化や人材不足に悩む地域で、どう福祉を支え続けるか。安芸太田町では、社会福祉法人や病院、株式
会社、行政などが連携した「安芸太田町地域福祉ネットワーク協議会」が動き出しました。就職フェアや
介護福祉士養成講座、見回りカーなどの実践を通じ、地域共生社会をめざす取り組みが広がっています。

協育隊

安芸太田町地域福祉ネットワーク協議会（安芸太田町）

vol.広島わがまち特集

人
材
確
保
に
向
け
合
同
出
展

し
、現
場
を
直
接
体
験
で
き
る
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。会
長
の
藤
川
真
さ
ん

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
光
園 

施
設

長
）は「
単
独
で
は
難
し
か
っ
た
採
用

活
動
も
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
で
町
全
体
の
人
材
確
保
力
が

高
ま
り
ま
す
。仕
事
と
住
ま
い
を
一
体

的
に
支
援
す
る
た
め
、地
域
協
働
課
と

連
携
し
町
営
住
宅
の
情
報
も
提
示
し

て
い
ま
す
」と
語
り
ま
す
。

　
人
材
育
成
で
は
、介
護
福
祉
士
の

養
成
講
座
を
町
内
で
開
設
す
る
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
広
島

市
ま
で
通
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

距
離
的
な
負
担
が
大
き
な
障
壁
で
し

た
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
的
に
可

能
と
な
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
が
終
了

す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、町
内

で
の
開
講
や
送
迎
支
援
な
ど
受
講

環
境
の
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。



56 ひろしまの国保 No. 829 ひろしまの国保 No. 829

会員総数 27 名のうち 26 名が出席（委任を含む。）、提出された議案は全て原案のとおり可決・承認されました

議長を務める橋本安芸太田町長

令
和
6
年
度
事
業
報
告
、決
算
な
ど
可
決
・
承
認

令
和
7
年
臨
時
総
会

令
和
7
年
7
月
23
日（
水
）国
保
会
館

　
開
会
に
あ
た
り
、入
山
欣
郎
理
事
長
が
、「
国
に
お
い
て

は
、『
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
』に
基
づ

き
、審
査
基
準
等
の
統
一
や
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発
・
共

同
利
用
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、『
医
療
・
介

護
Ｄ
Ｘ
の
更
な
る
推
進
』と
し
て
、全
国
医
療
情
報
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、令
和
7
年
3
月
に

国
保
側
で
の
審
査
基
準
を
統
一
す
る
と
と
も
に
、訪
問
看

護
レ
セ
プ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
向
け
た
取
組
等
、国
に

お
け
る
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
も
対
応
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。ま
た
、令
和
6
年
度
は
税
制
改
正
へ
の
対
応
の
た

め
、書
面
に
よ
る
臨
時
総
会
に
よ
り
必
要
な
議
決
を
い
た

だ
く
な
ど
、皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、本
年
3
月
に
本

会
の
事
業
が
非
課
税
事
業
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
証

明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
」と

あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
議
事
に
先
立
ち
、長
年
に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険
の
運

営
に
多
大
な
御
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
、理
事
長
表

彰
が
行
わ
れ
、今
年
度
は
広
島
県
国
民
健
康
保
険
診
療

報
酬
審
査
委
員
会
委
員
2
名
、広
島
県
国
民
健
康
保
険

柔
道
整
復
療
養
費
審
査
委
員
会
委
員
1
名
、国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
委
員
1
名
、広
島
県
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
職
員
6
名
の
計
10
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
、橋
本
博
明
安
芸
太
田
町
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、議
事
録
署
名
者
に
寺
尾
光
司
府
中
町
長
と
原
正
広
島

県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合
理
事
長
が
指
名
さ
れ
、議
事

に
入
り
ま
し
た
。議
事
に
お
い
て
は
、令
和
6
年
度
事
業
報

告
及
び
決
算
の
認
定
に
係
る
2
議
案
に
つ
い
て
事
務
局
か

ら
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、監
事
の
松
本
太
郎
廿
日
市
市

長
か
ら
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、審
議
の
結
果
、原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、任
期
満
了
に
伴
う
役
員

の
選
任
に
係
る
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

国保連合会事業報告

「
資
格
取
得
は
人
材
の
長
期
定
着
に

欠
か
せ
な
い
要
素
で
す
」と
藤
川
会

長
。行
政
と
協
力
し
、地
域
に
根
ざ
し

た
人
材
育
成
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　住
民
が
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
と
し
て「
見
回
り
カ
ー
」も
導
入
し

ま
し
た
。各
施
設
や
事
業
所
の
公
用

車
に「
福
祉
に
関
す
る
相
談
な
ど
お
気

軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
！
」と
表
示

し
た
シ
ー
ト
を
掲
示
し
、住
民
が
声
を

か
け
や
す
い
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　事
務
局
の
戸
田
佑
樹
さ
ん（
社
協 

福
祉
推
進
課
長
）は「
一
つ
の
事
業
所

で
は
難
し
い
課
題
も
、連
携
し
て
補
い

合
え
る
の
が
魅
力
で
す
。就
労
支
援
や

資
格
取
得
支
援
、見
守
り
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
で
、地
域
全
体
の
包
括
的

な
福
祉
推
進
に
つ
な
が
り
ま
す
」と
期

待
を
込
め
ま
す
。

　最
大
の
強
み
は「
顔
が
見
え
る
関

係
」で
す
。全
体
会
議
以
外
で
も
日
常

的
に
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、自
然
な
連

携
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。就
職
フ
ェ
ア

や
資
格
取
得
支
援
と
い
っ
た
活
動
も
、

こ
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
し

ま
し
た
。さ
ら
に
、専
門
職
が
分
野
を

越
え
て
協
力
す
る
こ
と
で
、支
援
が
届

き
に
く
い
人
に
も
手
を
差
し
伸
べ
る
体

制
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
の
結
果
、

「
安
芸
太
田
町
で
暮
ら
し
続
け
た
い
」

と
い
う
住
民
の
思
い
を
支
え
る
基
盤
が

強
ま
り
ま
し
た
。

　運
営
の
柱
は
、①
社
協
を
事
務
局
に

据
え
て
現
場
と
制
度
を
つ
な
ぐ
こ
と
、

②
社
会
福
祉
法
人
に
限
ら
ず
多
様
な

機
関
を
巻
き
込
む
こ
と
、③
仕
事・住
ま

い・学
び
を
一
体
的
に
支
援
す
る
こ
と
の

3
点
。こ
れ
ら
は
他
の
自
治
体
で
も
実

現
可
能
な
取
り
組
み
で
あ
り
、他
地
域

の
参
考
に
も
な
る
モ
デ
ル
で
す
。

　積
み
重
ね
て
き
た
信
頼
を
土
台
に
、

地
域
の
実
状
に
即
し
た
支
援
を
形
に
す

る
活
動
は
、「
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た

い
」と
い
う
住
民
の
願
い
に
応
え
る
も
の

で
す
。今
後
も
関
係
機
関
が
力
を
合
わ

せ
、丁
寧
に
取
り
組
み
を
重
ね
て
い
く

こ
と
が
、町
の
将
来
を
支
え
る
基
盤
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

見回りカー。見守りステッカーは、
住民にネットワークの活動を

認知してもらう役目も果たしています

広島わがまち協育隊特集

顔
が
見
え
る
関
係
性
を
構
築
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認知してもらう役目も果たしています

広島わがまち協育隊特集

顔
が
見
え
る
関
係
性
を
構
築



監査報告をする松本廿日市市長

退任あいさつをする入山理事長理事長の就任あいさつをする髙垣東広島市長

（敬称略）

　
そ
の
後
、総
会
を
一
時
中
断
し
て
開
催
さ
れ
た
新
理
事

に
よ
る
理
事
就
任
者
協
議
会
で
は
、理
事
長
に
髙
垣
廣

德
氏（
東
広
島
市
長
）、副
理
事
長
に
吉
田
隆
行
氏（
坂
町

長
）及
び
松
本
太
郎
氏（
廿
日
市
市
長
）、常
務
理
事
に
守

田
利
貴
氏（
本
会
常
務
理
事
）が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
再
開
後
、入
山
理
事
長
が
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
行

い
、「
理
事
長
在
任
中
に
お
き
ま
し
て
は
、大
過
な
く
そ
の

任
を
果
た
せ
ま
し
た
の
も
、副
理
事
長
、理
事
並
び
に
監

事
の
皆
様
、会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
の
賜
物
と
、心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。新
た
に
理
事

長
に
就
任
さ
れ
る
髙
垣
東
広
島
市
長
は
、国
保
連
合
会

の
舵
取
り
役
に
ふ
さ
わ
し
い
方
で
、優
れ
た
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
」と
、関
係
者
へ
の
感
謝
と
新
理
事
長
へ
の
期
待
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、新
し
く
理
事
長
に
選
任
さ
れ
た
髙
垣
東
広
島

市
長
が
就
任
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、「
本
会
に
お
き
ま
し
て

は
、医
療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉
業
務
を
総
合
的
に
支
援
で

き
る
組
織
を
目
指
し
、各
種
業
務
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
が
、現
在
、国
に
お
い
て
医
療
・
介
護
Ｄ
Ｘ
が
進
め
ら

れ
る
な
ど
、取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
時
期
に
理
事
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
、責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
が
、皆
様

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、微
力
な
が
ら
懸
命
の
努
力
を

傾
注
す
る
所
存
で
す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、そ
の
他
と
し
て
、事
務
局
か
ら
手
数
料

見
直
し
検
討
の
状
況
と
、国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
に
係
る
令

和
8
年
度
国
庫
補
助
の
要
求
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

　
最
後
に
、髙
垣
副
理
事
長
が
、「
本
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、引
き
続
き
、基
幹
業
務
で
あ
る
診
療
報
酬
等
の
審
査

支
払
業
務
の
適
正
・
確
実
な
実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、

保
険
者
支
援
の
更
な
る
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
参
る
所
存

で
す
」と
述
べ
、臨
時
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
議
決
事
項
等
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

（1）手数料見直し検討の状況について

（2）国保総合システムに係る令和8年度国庫補助の要求について

議決事項

令和6年度事業報告の認定について

令和6年度決算の認定について

役員の選任について

総第1号議案

総第2号議案

総第3号議案

その他（報告事項）

広島県国民健康保険団体連合会理事長表彰被表彰者名簿（敬称略・50音順）

広島県国民健康保険団体連合会役員名簿（令和7年7月30日現在）

広島県国民健康保険診療報酬審査委員会委員 在職6年以上

日域 淳一郎　　久持 邦和

広島県国民健康保険柔道整復療養費審査委員会委員 在職6年以上

石原 良太郎

国民健康保険運営協議会委員 在職20年以上

小田 光範

広島県国民健康保険団体連合会職員 在職20年以上

加藤 匡　　木村 聡美　　黒岩 恵美

土井 恵　　中川 由美　　山田 智一

【任期】令和7年7月30日から令和9年7月29日まで

表
彰
を
受
け
ら
れ
る

日
域
淳
一
郎
氏

表
彰
を
受
け
ら
れ
る

小
田
光
範
氏

表
彰
を
受
け
る
職
員

理 事 長

副 理 事 長

常 務 理 事

理 事

監 事

役 職 名 職 氏 名

髙 垣  廣 德

吉 田  隆 行

松 本  太 郎

守 田  利 貴

北 原  加奈子

松 井  一 實

新 原  芳 明

枝 廣  直 幹

福 岡  誠 志

三 村  裕 史

箕 野  博 司

奥 田  正 和

入 江  嘉 則

山 﨑  健 次

今 榮  敏 彦

小 野  申 人

橋 本  博 明

東 広 島 市 長

坂 町 長

廿 日 市 市 長

広島県健康福祉局長

広 島 市 長

呉 市 長

福 山 市 長

三 次 市 長

熊 野 町 長

北 広 島 町 長

世 羅 町 長

神 石 高 原 町 長

広島県歯科医師国民
健康保険組合理事長

竹 原 市 長

府 中 市 長

安 芸 太 田 町 長

国保連合会事業報告
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監査報告をする松本廿日市市長

退任あいさつをする入山理事長理事長の就任あいさつをする髙垣東広島市長

（敬称略）

　
そ
の
後
、総
会
を
一
時
中
断
し
て
開
催
さ
れ
た
新
理
事

に
よ
る
理
事
就
任
者
協
議
会
で
は
、理
事
長
に
髙
垣
廣

德
氏（
東
広
島
市
長
）、副
理
事
長
に
吉
田
隆
行
氏（
坂
町

長
）及
び
松
本
太
郎
氏（
廿
日
市
市
長
）、常
務
理
事
に
守

田
利
貴
氏（
本
会
常
務
理
事
）が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
再
開
後
、入
山
理
事
長
が
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
行

い
、「
理
事
長
在
任
中
に
お
き
ま
し
て
は
、大
過
な
く
そ
の

任
を
果
た
せ
ま
し
た
の
も
、副
理
事
長
、理
事
並
び
に
監

事
の
皆
様
、会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
の
賜
物
と
、心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。新
た
に
理
事

長
に
就
任
さ
れ
る
髙
垣
東
広
島
市
長
は
、国
保
連
合
会

の
舵
取
り
役
に
ふ
さ
わ
し
い
方
で
、優
れ
た
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
」と
、関
係
者
へ
の
感
謝
と
新
理
事
長
へ
の
期
待
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、新
し
く
理
事
長
に
選
任
さ
れ
た
髙
垣
東
広
島

市
長
が
就
任
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、「
本
会
に
お
き
ま
し
て

は
、医
療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉
業
務
を
総
合
的
に
支
援
で

き
る
組
織
を
目
指
し
、各
種
業
務
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
が
、現
在
、国
に
お
い
て
医
療
・
介
護
Ｄ
Ｘ
が
進
め
ら

れ
る
な
ど
、取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
時
期
に
理
事
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
、責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
が
、皆
様

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、微
力
な
が
ら
懸
命
の
努
力
を

傾
注
す
る
所
存
で
す
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、そ
の
他
と
し
て
、事
務
局
か
ら
手
数
料

見
直
し
検
討
の
状
況
と
、国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
に
係
る
令

和
8
年
度
国
庫
補
助
の
要
求
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

　
最
後
に
、髙
垣
副
理
事
長
が
、「
本
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、引
き
続
き
、基
幹
業
務
で
あ
る
診
療
報
酬
等
の
審
査

支
払
業
務
の
適
正
・
確
実
な
実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、

保
険
者
支
援
の
更
な
る
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
参
る
所
存

で
す
」と
述
べ
、臨
時
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
議
決
事
項
等
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

（1）手数料見直し検討の状況について

（2）国保総合システムに係る令和8年度国庫補助の要求について

議決事項

令和6年度事業報告の認定について

令和6年度決算の認定について

役員の選任について

総第1号議案

総第2号議案

総第3号議案

その他（報告事項）

広島県国民健康保険団体連合会理事長表彰被表彰者名簿（敬称略・50音順）

広島県国民健康保険団体連合会役員名簿（令和7年7月30日現在）

広島県国民健康保険診療報酬審査委員会委員 在職6年以上

日域 淳一郎　　久持 邦和

広島県国民健康保険柔道整復療養費審査委員会委員 在職6年以上

石原 良太郎

国民健康保険運営協議会委員 在職20年以上

小田 光範

広島県国民健康保険団体連合会職員 在職20年以上

加藤 匡　　木村 聡美　　黒岩 恵美

土井 恵　　中川 由美　　山田 智一

【任期】令和7年7月30日から令和9年7月29日まで

表
彰
を
受
け
ら
れ
る

日
域
淳
一
郎
氏

表
彰
を
受
け
ら
れ
る

小
田
光
範
氏

表
彰
を
受
け
る
職
員

理 事 長

副 理 事 長

常 務 理 事

理 事

監 事

役 職 名 職 氏 名

髙 垣  廣 德

吉 田  隆 行

松 本  太 郎

守 田  利 貴

北 原  加奈子

松 井  一 實

新 原  芳 明

枝 廣  直 幹

福 岡  誠 志

三 村  裕 史

箕 野  博 司

奥 田  正 和

入 江  嘉 則

山 﨑  健 次

今 榮  敏 彦

小 野  申 人

橋 本  博 明

東 広 島 市 長

坂 町 長

廿 日 市 市 長

広島県健康福祉局長

広 島 市 長

呉 市 長

福 山 市 長

三 次 市 長

熊 野 町 長

北 広 島 町 長

世 羅 町 長

神 石 高 原 町 長

広島県歯科医師国民
健康保険組合理事長

竹 原 市 長

府 中 市 長

安 芸 太 田 町 長

国保連合会事業報告
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広島県国保診療施設協議会事業報告①

［講師］

「最近の医療と国民健康保険の動向について」

　今
回
で
第
51
回
を
迎
え
る
本
学
会
は
、

国
保
診
療
施
設
を
は
じ
め
、市
町
が
設
置

す
る
診
療
施
設
等
の
地
域
医
療
関
係
者
の

相
互
研
鑽
を
図
る
と
と
も
に
、住
民
の
健

康
増
進
と
地
域
医
療
の
確
保
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　開
会
に
あ
た
り
、広
島
県
国
民
健
康
保

険
診
療
施
設
協
議
会
の
平
谷
祐
宏
会
長

は
、国
保
診
療
施
設
が
医
療
従
事
者
不

足
や
地
域
の
人
口
減
少
と
い
っ
た
課
題
を

抱
え
な
が
ら
も
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
先
駆
者
と
し
て
地
域
医
療
を
確
保

し
て
き
た
こ
と
を
強
調
し
、「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針（
骨
太
方
針
）

に
期
待
を
込
め
な
が
ら
今
後
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、諸
制
度
の
変
化
に
的
確
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、今
後
も
関
係
機
関

と
密
に
連
携
し
、住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
の
中
核
を
担
っ
て
ま
い

り
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。そ
の
後
、來
嶋

也
寸
無
学
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、続
い
て

来
賓
祝
辞
や
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　午
前
の
部
で
は
、厚
生
労
働
省
保
険
局

国
民
健
康
保
険
課
の
唐
木
啓
介
課
長
に

よ
る
招
待
講
演
、來
嶋
学
会
長
に
よ
る
所

感
、全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議

会
の
小
野
剛
会
長
に
よ
る
特
別
講
演
が

続
き
ま
し
た
。

　午
後
か
ら
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、大
規
模
災
害
発
生
時
に
地

域
包
括
ケ
ア
を
維
持
・
充
実
さ
せ
る
た
め

の
方
策
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

研
究
発
表
で
は
5
演
題
の
口
演
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
51
回
広
島
県
国
保
診
療
施
設
地
域
医
療
学
会

令
和
7
年
8
月
30
日（
土
） 

広
島
市
文
化
交
流
会
館

令和7年8月30日（土）、広島市文化交流会
館において、第51回広島県国保診療施設
地域医療学会が開催されました。当日は、
医師や看護師、理学療法士など地域医療
関係者約160名が参加（ウェブを含む）。講
演やパネルディスカッション、研究発表など
が行われ、地域医療の現状と今後の方向
性を確認しました。

◆開会式・表彰式
◆招待講演
◆学会長所感

◆特別講演
◆パネルディスカッション

◆研究発表《口演発表5演題》
◆閉会式

「地域包括ケアシステムと
 中山間地域高齢者のウェルビーイング」

　「BCPと地域包括ケアシステムについて」

プログラム

「最近の医療と国民健康保険の動向について」

「ポスト2025年の地域包括医療・ケア」

開会のあいさつをされた広島
県国民健康保険診療施設協議
会の平谷会長

国保診療施設の理念と地域包
括医療・ケアの推進について述
べられた來嶋学会長

表彰を受けられた11人を代表し、
庄原市立西城市民病院の岡井耕平氏が登壇されました

招待 講 演

特 別 講 演

　唐木課長はまず、人口減少や高齢化が進む
日本の現状に対し、社会保障制度の全世代型
への転換、地域共生社会の実現、DXの推進と
いった対応策の必要性を強調されました。続
いて、国民健康保険制度が抱える課題と、そ
の解決に向けた取り組みについて説明。国民
健康保険診療施設への助成については「①施
設・設備整備、②へき地診療所運営費赤字補

助、③直診特別事情の3つがあります。令和6年度からは、代診医の
確保や医学教育費用の支援、マイナ保険証の利用促進費用なども
追加されました」と解説されました。さらに、地域ごとの医療需要の
変化や在宅医療の重要性に触れ、2040年に向けて医療資源を効率
的に配分するための体制づくりの方向性を示されました。

　「有用な情報をありがとうございます。国保
直診には多くの助成メニューがあるものの、
現実にはあまり活用されていない部分があり
ます。今後、国診協としても各施設にPRをしっ
かり行い、活用を促していきたいと思います」
と小野会長。

　講演の最後に、司会の來嶋学会長は
「2025年から2040年に向けての展望を
分かりやすくお話しいただくとともに、
今後、私たちがどのような方向に進んで
いくべきかを示していただきました」と
結ばれました。

厚生労働省 保険局 国民健康保険課 課長 唐木 啓介 氏
［司会］全国国民健康保険診療施設協議会 会長 小野 剛 氏

［講師］全国国民健康保険診療施設協議会 会長 小野 剛 氏
［司会］第51回 広島県国保診療施設地域医療学会 学会長 來嶋 也寸無 氏「ポスト2025年の地域包括医療・ケア」

「地域包括ケアシステムと
中山間地域高齢者のウェルビーイング」

学会長所感

　來嶋学会長ははじめに、
2025年問題に向けて、自治
体や医療業界が地域包括ケ
アシステムの構築に取り組
んできたことを説明されま
した。そして、地域住民の
ニーズに応じて連携してき
た一方で、中山間地域や離

島、へき地ではさまざまな課題があることを指摘。
具体的には、老々介護や認知症患者の増加、独居
高齢者の増加などを挙げられました。
　続いて、客観的ウェルビーイング指標（平均寿命
や健康寿命など数値化できるもの）と主観的ウェル
ビーイング指標（個人の感覚や認識によるもの）の
違いを説明され、これまでの地域包括ケアシステ
ムが客観的指標に重点を置いていた可能性に言
及されました。そして、デンマークの高齢者施設を
視察した経験を紹介され、「今後は個人の趣味や人
権を尊重し、主観的指標にも注目することで、より
きめ細かく質の高い地域包括ケアシステムを実現
できるのではないか」と提言されました。

第51回 広島県国保診療施設
地域医療学会 学会長 來嶋 也寸無 氏

　小野会長ははじめに、昭和・平成・
令和の各時代における医療と介護の
関係性の変化について説明され、ポ
スト2025年の人口問題から考える2
つの課題として「生産年齢人口の急
激な減少」と「85歳以上人口の急激な
増加」を挙げられました。小野会長は
「医療・介護ニーズが2040年にピー

クを迎える一方で、医療・介護・福祉の従事者は100万人不
足します」と指摘し、「この課題に対して、シニア世代の活躍
や働き方改革、タスクシェア、AIとDXの活用による生産性向
上が求められます」と話されました。
　次に、在宅医療の提供体制構築の重要性を強調し、「退院
後や日常の療養支援、急変時・看取りへの対応が必要です。
今後、中小規模の国保直診病院は在宅療養支援病院・診療
所の認定を取得することで、地域包括ケアシステムの中核
的な役割を担い、活躍の場がさらに広がると考えています」
と期待を示されました。
　また、国保直診の運営に関わる国の動向として、新たな地
域医療構想や医師偏在対策、医療DX・オンライン診療を紹
介され、「新たな地域医療構想の協議では、地域包括ケアシ
ステムの観点から、国保直診ならではの意見を積極的に発

信してください」と呼びかけられました。さらに、リカレント
教育の支援として、国診協も日本病院会や全国自治体病院
協議会と共同でプログラムを作成し、厚生労働省の認定を
受けたことを報告されました。
　続いて、ポスト2025年の状況として、高齢者二人世帯と独
居高齢者の増加、認知症患者の増加などに伴い、「治す医
療」だけでなく「治し、支え、寄り添う医療」が重要であり、多
職種連携と地域包括ケアシステムの構築が不可欠だと強調
されました。そして「住民一人ひとりが住み慣れた地域で、
生き生きと心豊かに暮らすことができるウェルビーイング
を育む地域づくりには、国保直診の役割が非常に重要です」
と締めくくられました。
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広島県国保診療施設協議会事業報告①

［講師］

「最近の医療と国民健康保険の動向について」

　今
回
で
第
51
回
を
迎
え
る
本
学
会
は
、

国
保
診
療
施
設
を
は
じ
め
、市
町
が
設
置

す
る
診
療
施
設
等
の
地
域
医
療
関
係
者
の

相
互
研
鑽
を
図
る
と
と
も
に
、住
民
の
健

康
増
進
と
地
域
医
療
の
確
保
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　開
会
に
あ
た
り
、広
島
県
国
民
健
康
保

険
診
療
施
設
協
議
会
の
平
谷
祐
宏
会
長

は
、国
保
診
療
施
設
が
医
療
従
事
者
不

足
や
地
域
の
人
口
減
少
と
い
っ
た
課
題
を

抱
え
な
が
ら
も
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
先
駆
者
と
し
て
地
域
医
療
を
確
保

し
て
き
た
こ
と
を
強
調
し
、「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針（
骨
太
方
針
）

に
期
待
を
込
め
な
が
ら
今
後
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、諸
制
度
の
変
化
に
的
確
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、今
後
も
関
係
機
関

と
密
に
連
携
し
、住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
の
中
核
を
担
っ
て
ま
い

り
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。そ
の
後
、來
嶋

也
寸
無
学
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、続
い
て

来
賓
祝
辞
や
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　午
前
の
部
で
は
、厚
生
労
働
省
保
険
局

国
民
健
康
保
険
課
の
唐
木
啓
介
課
長
に

よ
る
招
待
講
演
、來
嶋
学
会
長
に
よ
る
所

感
、全
国
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議

会
の
小
野
剛
会
長
に
よ
る
特
別
講
演
が

続
き
ま
し
た
。

　午
後
か
ら
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、大
規
模
災
害
発
生
時
に
地

域
包
括
ケ
ア
を
維
持
・
充
実
さ
せ
る
た
め

の
方
策
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

研
究
発
表
で
は
5
演
題
の
口
演
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
51
回
広
島
県
国
保
診
療
施
設
地
域
医
療
学
会

令
和
7
年
8
月
30
日（
土
） 

広
島
市
文
化
交
流
会
館

令和7年8月30日（土）、広島市文化交流会
館において、第51回広島県国保診療施設
地域医療学会が開催されました。当日は、
医師や看護師、理学療法士など地域医療
関係者約160名が参加（ウェブを含む）。講
演やパネルディスカッション、研究発表など
が行われ、地域医療の現状と今後の方向
性を確認しました。

◆開会式・表彰式
◆招待講演
◆学会長所感

◆特別講演
◆パネルディスカッション

◆研究発表《口演発表5演題》
◆閉会式

「地域包括ケアシステムと
 中山間地域高齢者のウェルビーイング」

　「BCPと地域包括ケアシステムについて」

プログラム

「最近の医療と国民健康保険の動向について」

「ポスト2025年の地域包括医療・ケア」

開会のあいさつをされた広島
県国民健康保険診療施設協議
会の平谷会長

国保診療施設の理念と地域包
括医療・ケアの推進について述
べられた來嶋学会長

表彰を受けられた11人を代表し、
庄原市立西城市民病院の岡井耕平氏が登壇されました

招待講演

特 別 講 演

　唐木課長はまず、人口減少や高齢化が進む
日本の現状に対し、社会保障制度の全世代型
への転換、地域共生社会の実現、DXの推進と
いった対応策の必要性を強調されました。続
いて、国民健康保険制度が抱える課題と、そ
の解決に向けた取り組みについて説明。国民
健康保険診療施設への助成については「①施
設・設備整備、②へき地診療所運営費赤字補

助、③直診特別事情の3つがあります。令和6年度からは、代診医の
確保や医学教育費用の支援、マイナ保険証の利用促進費用なども
追加されました」と解説されました。さらに、地域ごとの医療需要の
変化や在宅医療の重要性に触れ、2040年に向けて医療資源を効率
的に配分するための体制づくりの方向性を示されました。

　「有用な情報をありがとうございます。国保
直診には多くの助成メニューがあるものの、
現実にはあまり活用されていない部分があり
ます。今後、国診協としても各施設にPRをしっ
かり行い、活用を促していきたいと思います」
と小野会長。

　講演の最後に、司会の來嶋学会長は
「2025年から2040年に向けての展望を
分かりやすくお話しいただくとともに、
今後、私たちがどのような方向に進んで
いくべきかを示していただきました」と
結ばれました。

厚生労働省 保険局 国民健康保険課 課長 唐木 啓介 氏
［司会］全国国民健康保険診療施設協議会 会長 小野 剛 氏

［講師］全国国民健康保険診療施設協議会 会長 小野 剛 氏
［司会］第51回 広島県国保診療施設地域医療学会 学会長 來嶋 也寸無 氏「ポスト2025年の地域包括医療・ケア」

「地域包括ケアシステムと
中山間地域高齢者のウェルビーイング」

学会長所感

　來嶋学会長ははじめに、
2025年問題に向けて、自治
体や医療業界が地域包括ケ
アシステムの構築に取り組
んできたことを説明されま
した。そして、地域住民の
ニーズに応じて連携してき
た一方で、中山間地域や離

島、へき地ではさまざまな課題があることを指摘。
具体的には、老々介護や認知症患者の増加、独居
高齢者の増加などを挙げられました。
　続いて、客観的ウェルビーイング指標（平均寿命
や健康寿命など数値化できるもの）と主観的ウェル
ビーイング指標（個人の感覚や認識によるもの）の
違いを説明され、これまでの地域包括ケアシステ
ムが客観的指標に重点を置いていた可能性に言
及されました。そして、デンマークの高齢者施設を
視察した経験を紹介され、「今後は個人の趣味や人
権を尊重し、主観的指標にも注目することで、より
きめ細かく質の高い地域包括ケアシステムを実現
できるのではないか」と提言されました。

第51回 広島県国保診療施設
地域医療学会 学会長 來嶋 也寸無 氏

　小野会長ははじめに、昭和・平成・
令和の各時代における医療と介護の
関係性の変化について説明され、ポ
スト2025年の人口問題から考える2
つの課題として「生産年齢人口の急
激な減少」と「85歳以上人口の急激な
増加」を挙げられました。小野会長は
「医療・介護ニーズが2040年にピー

クを迎える一方で、医療・介護・福祉の従事者は100万人不
足します」と指摘し、「この課題に対して、シニア世代の活躍
や働き方改革、タスクシェア、AIとDXの活用による生産性向
上が求められます」と話されました。
　次に、在宅医療の提供体制構築の重要性を強調し、「退院
後や日常の療養支援、急変時・看取りへの対応が必要です。
今後、中小規模の国保直診病院は在宅療養支援病院・診療
所の認定を取得することで、地域包括ケアシステムの中核
的な役割を担い、活躍の場がさらに広がると考えています」
と期待を示されました。
　また、国保直診の運営に関わる国の動向として、新たな地
域医療構想や医師偏在対策、医療DX・オンライン診療を紹
介され、「新たな地域医療構想の協議では、地域包括ケアシ
ステムの観点から、国保直診ならではの意見を積極的に発

信してください」と呼びかけられました。さらに、リカレント
教育の支援として、国診協も日本病院会や全国自治体病院
協議会と共同でプログラムを作成し、厚生労働省の認定を
受けたことを報告されました。
　続いて、ポスト2025年の状況として、高齢者二人世帯と独
居高齢者の増加、認知症患者の増加などに伴い、「治す医
療」だけでなく「治し、支え、寄り添う医療」が重要であり、多
職種連携と地域包括ケアシステムの構築が不可欠だと強調
されました。そして「住民一人ひとりが住み慣れた地域で、
生き生きと心豊かに暮らすことができるウェルビーイング
を育む地域づくりには、国保直診の役割が非常に重要です」
と締めくくられました。
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む
し
歯
の
包
括
的
予
防
戦
略
を
学
ぶ

令
和
7
年
度
歯
科
保
健
研
修
会

令
和
7
年
7
月
11
日（
金
） 

国
保
会
館

考
え
て
い
ま
す
。こ
の
研
修
で
得
た
知
識
を

歯
科
保
健
活
動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
島
宏
司
所
長
が
竜
王
町
国
民
健
康

保
険
診
療
所
に
赴
任
し
た
当
初
、同
町
で

は
小
児
の
む
し
歯
が
非
常
に
多
く
、滋
賀

県
内
で
も
ワ
ー
ス
ト
に
近
い
水
準
で
し
た
。

「
地
域
格
差
を
解
消
す
る
に
は
、次
々
に
新

し
い
む
し
歯
が
生
ま
れ
る
構
造
を
変
え
る

必
要
が
あ
る
」と
決
意
し
た
小
島
所
長
は
、

治
療
中
心
か
ら
予
防
中
心
へ
と
方
針
を
切

り
替
え
、小
中
学
生
の
む
し
歯
を
劇
的
に

減
ら
す
こ
と
に
成
功
さ
れ
ま
し
た（
令
和

４
年
の
中
学
１
年
生
一
人
当
た
り
の
永
久

歯
む
し
歯
経
験
歯
数
は
0.
0
4
本
）。

　
講
演
で
は
ま
ず
、む
し
歯
の
発
生
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
説
さ
れ
、「
む
し
歯
は
歯
み

が
き
が
下
手
だ
か
ら
な
る
病
気
で
は
な

く
食
生
活
の
乱
れ
か
ら
な
る
病
気（
食
生

活
習
慣
病
）で
あ
る
。歯
垢
が
生
成
さ
れ
、

歯
が
溶
け
る
原
因
と
な
る
酸
が
発
生
す

る
の
は
そ
も
そ
も
糖
を
摂
取
す
る
か
ら

で
、甘
味
制
限
す
る
こ
と
が
一
番
重
要
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。喉
が
渇
い
た
時
は

甘
い
飲
み
物
で
は
な
く
お
茶
を
飲
む「
竜

王
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
運
動
」を
提
唱
し
、町
ぐ

る
み
の
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ
た
経
緯

に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、フ
ッ
化
物
応
用
の
重
要
性
や
作

用
機
序
、使
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま

し
た
。「
フ
ッ
素
は
自
然
界
に
広
く
分
布
し
、

極
少
量
な
が
ら
人
体
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

世
界
保
健
機
関（
W
H
O
）や
国
連
食
糧

農
業
機
関（
F
A
O
）も
必
須
栄
養
素
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
」と
述
べ
ら
れ
、フ
ッ

素
に
は「
歯
の
再
石
灰
化
を
促
進
」「
歯
の

結
晶
構
造
を
安
定
化
」「
細
菌
に
よ
る
酸
の

発
生
を
抑
制
」す
る
働
き
が
あ
り
、「
フ
ッ
化

物
配
合
歯
磨
剤
は
歯
み
が
き
の
補
助
的
な

も
の
で
は
な
く
、積
極
的
な
予
防
剤
と
し
て

使
用
す
べ
き
で
す
」と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
小
島
所
長
は「
む
し
歯
予
防
は
歯

科
医
療
者
だ
け
で
な
く
、学
校
や
行
政
、地
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域
な
ど
多
様
な
人
々
が
連
携
し
、正
し
い
知

識
を
共
有
し
、科
学
的
根
拠
の
あ
る
健
康
政

策
を
策
定
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」と
言

及
。効
果
的
な
予
防
の
た
め
に
は
学
校
に
お

け
る
集
団
フ
ッ
化
物
洗
口
の
普
及
、社
会
の

変
化
に
応
じ
た
予
防
策
の
柔
軟
な
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
診
協
歯
科
保
健
委
員
会
の
活
動
に
つ

い
て
、占
部
委
員
長
は「
地
域
住
民
の
た
め

の
一
生
に
わ
た
る
包
括
的
口
腔
ケ
ア
の
普

及
推
進
」を
基
本
方
針
に
、ウ
ェ
ブ
研
修
や

学
会
前
日
の
国
保
直
診
、口
腔
保
健
研
修

会
な
ど
情
報
発
信
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

る
こ
と
、各
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
歯
科
保
健
部
会

の
設
置
と
活
動
が
順
次
行
わ
れ
始
め
た
こ

と
、さ
ら
に
、歯
科
衛
生
士
を
対
象
と
し
た

L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
も
立
ち
上
げ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、「
現

場
の
声
を
、研
修
内
容
や
提
言
に
反
映
す

る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。未
登

録
の
方
は
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」と

呼
び
か
け
、「
各
地
域
、各
施
設
の
協
力
を

得
な
が
ら
、地
域
に
根
差
し
た
歯
科
保
健

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

来賓のあいさつをされた
山﨑会長

開会のあいさつをされた
占部診療部長

報告
国
診
協
歯
科
保
健
委
員
会
の

活
動
に
つ
い
て

国
診
協
歯
科
保
健
委
員
会 

委
員
長

公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院 

診
療
部
長

占
部 

秀
徳 

氏

効果的なむし歯予防を
紹介された小島所長

　
開
会
に
あ
た
り
、広
島
県
歯
科
保
健
部

会
長
で
あ
る
公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院
の
占

部
秀
徳
診
療
部
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

「
小
児
へ
の
地
域
歯
科
保
健
活
動
が
、高
齢

者
へ
の
歯
科
保
健
活
動
と
併
せ
て
よ
り
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。本
日
の
研
修
を
地
域

活
動
に
生
か
し
、健
康
増
進
に
つ
な
げ
て
く

だ
さ
い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。続
い
て
、来

賓
の
広
島
県
歯
科
医
師
会
の
山
﨑
健
次
会

長
が「
講
演
内
容
の
一
つ
で
あ
る
フ
ッ
化
物

洗
口
は
、今
後
普
及
を
進
め
る
べ
き
だ
と

講演
む
し
歯
予
防
を
再
考
す
る

〜
琵
琶
湖
よ
り
愛
を
こ
め
て
〜

竜
王
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所（
歯
科
）

所
長
所
長

小
島 

宏
司 

氏

パネルディスカッション

閉会式 研 究 発 表《口 演 発 表 5 演 題》

「BCPと地域包括ケア
システムについて」

［司 会］

［助言者］ ［助言者］

　藤家前所長は2018年の西日本豪雨災害で
の経験を共有し、BCP（事業継続計画）がない
状態での災害対応について説明されました。
当時、診療所では交通・情報網の遮断や上
水道の断水に直面しながらも、創意工夫と
地域の支援により診療を継続できたことを
報告。そして、BCPがあれば情報収集や役割
分担がもっと効率的に行えたかもしれない
と振り返り、「作成の際には、現状把握から始
め、災害を想定した思考実験を行い、職員全
体で話し合い、近隣施設や地域とのすり合わ
せを行うことが重要です」と話されました。

　越部所長は訪問看護ステーションと居宅
介護支援事業所の立場から、西日本豪雨災
害時の経験を報告されました。情報伝達の
難しさやガソリン・水など物資の不足、移動
の困難といった教訓に基づき、BCPは単に事
業所内の業務継続計画にとどまらず、その先
にある地域との連携が不可欠であると強調。
「平時からの連携は、災害時の支援を円滑に
進めることにつながります。日頃の考えや行
動の積み重ねが、いざという時の判断力や
行動力に直結するため、継続して取り組むこ
とが非常に大切です」と結ばれました。

　「広島県では、過去の災害を乗り越えて
きた経験があり、本日のように相互に情報
を共有し学び合える環境が整っているから
こそ、災害への事前準備をより充実させる
体制が築かれているのではないかと考え
ます。県の研修も活用しながら、BCPの策
定や“生きた計画”としての更新を進めてい
ただきたいと思います。また、災害対応が
長期に及ぶことも十分想定されます。職員
の方々が健康を損なうことなく取り組める
体制についても、改めてご検討をお願いし
ます」と北原局長。

　DMAT（災害派遣医療チーム）のメンバーで
もある楠センター長は、災害時の医療需要と
供給のバランスの崩壊を「災害」と定義し、災
害拠点病院や「防ぎ得た災害死を減らす」を
目標とするDMATの役割について説明されま
した。続いてDMATの組織化を表すCSCA（指
揮・統制、安全、情報伝達、評価）という概念や、
被災状況に応じて、医療機関が取るべき行動
について説明。「災害時の膨大なニーズに効
率的に対応するためには、普段から医療機関
や多職種が連携し、顔の見える関係を構築し
ておくことが重要です」と強調されました。

　はじめに小野会長は、「BCP策定や日頃
からの訓練、災害の各フェーズにおける支
援の在り方など、多くの学びがありました」
と3名の発表者に謝辞を述べられました。
そして、能登半島地震での支援経験を共有
し、災害の各フェーズで可能な範囲の支援
を行うことの重要性を学んだと説明。「地域
において住民の誰一人取り残さない災害
対策をしっかりと立て、それを実践していく
ことが重要です。国診協が開催するBCP研
修会にもぜひご参加ください」と締めくくら
れました。

［発表者］ ［発表者］

［発表者］

北広島町雄鹿原診療所

安芸太田病院

三原市大和診療所

所長 東條 環樹 氏（左）

看護部長 山岡 由香里 氏（右）

前所長
藤家 証一 氏

県立広島病院 
救命救急センター
センター長
楠 真二 氏

　東條副学会長は閉会にあたり、「皆さまの
発表や熱心な討議を拝見し、平常時はもと
より困難な状況においても、それぞれの立
場から地域包括ケアシステムを実践されて
いることを実感しました。今後も研鑽を重ね
ていただき、地域医療のさらなる充実と発
展に向けてご尽力くださいますようお願い
申し上げます」とあいさつされました。

　5名が登壇し、臨床や臨床検査、診療
施設の運営・管理など、日夜研鑽され
た研究について発表があり、活発な質
疑応答も行われました。また、ウェブで
は22演題の収録発表も行われました。

第51回 
広島県国保診療施設
地域医療学会

副学会長
東條 環樹 氏

公立世羅中央病院
看護師長 永田 綾子 氏

地方独立行政法人府中市病院機構府中北市民病院
看護部長 徳田 明美 氏

庄原市立西城市民病院
理学療法士 石田 希 氏

公立みつぎ総合病院
看護師 澤井 砂璃 氏

安芸太田病院
臨床検査技師 佐藤 奈緒子 氏

公立世羅中央病院
整形外科・医師 大川 新吾 氏

広島県健康福祉局
局長
北原 加奈子 氏

全国国民健康保険
診療施設協議会
会長
小野 剛 氏

所長
越部 恵美 氏

ほっと・はぁとステーションてのひら 
居宅介護支援事業所てのひら

［座 長］

［発表者］
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む
し
歯
の
包
括
的
予
防
戦
略
を
学
ぶ

令
和
7
年
度
歯
科
保
健
研
修
会

令
和
7
年
7
月
11
日（
金
） 

国
保
会
館

考
え
て
い
ま
す
。こ
の
研
修
で
得
た
知
識
を

歯
科
保
健
活
動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
島
宏
司
所
長
が
竜
王
町
国
民
健
康

保
険
診
療
所
に
赴
任
し
た
当
初
、同
町
で

は
小
児
の
む
し
歯
が
非
常
に
多
く
、滋
賀

県
内
で
も
ワ
ー
ス
ト
に
近
い
水
準
で
し
た
。

「
地
域
格
差
を
解
消
す
る
に
は
、次
々
に
新

し
い
む
し
歯
が
生
ま
れ
る
構
造
を
変
え
る

必
要
が
あ
る
」と
決
意
し
た
小
島
所
長
は
、

治
療
中
心
か
ら
予
防
中
心
へ
と
方
針
を
切

り
替
え
、小
中
学
生
の
む
し
歯
を
劇
的
に

減
ら
す
こ
と
に
成
功
さ
れ
ま
し
た（
令
和

４
年
の
中
学
１
年
生
一
人
当
た
り
の
永
久

歯
む
し
歯
経
験
歯
数
は
0.
0
4
本
）。

　
講
演
で
は
ま
ず
、む
し
歯
の
発
生
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
説
さ
れ
、「
む
し
歯
は
歯
み

が
き
が
下
手
だ
か
ら
な
る
病
気
で
は
な

く
食
生
活
の
乱
れ
か
ら
な
る
病
気（
食
生

活
習
慣
病
）で
あ
る
。歯
垢
が
生
成
さ
れ
、

歯
が
溶
け
る
原
因
と
な
る
酸
が
発
生
す

る
の
は
そ
も
そ
も
糖
を
摂
取
す
る
か
ら

で
、甘
味
制
限
す
る
こ
と
が
一
番
重
要
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。喉
が
渇
い
た
時
は

甘
い
飲
み
物
で
は
な
く
お
茶
を
飲
む「
竜

王
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
運
動
」を
提
唱
し
、町
ぐ

る
み
の
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ
た
経
緯

に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、フ
ッ
化
物
応
用
の
重
要
性
や
作

用
機
序
、使
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま

し
た
。「
フ
ッ
素
は
自
然
界
に
広
く
分
布
し
、

極
少
量
な
が
ら
人
体
に
も
含
ま
れ
ま
す
。

世
界
保
健
機
関（
W
H
O
）や
国
連
食
糧

農
業
機
関（
F
A
O
）も
必
須
栄
養
素
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
」と
述
べ
ら
れ
、フ
ッ

素
に
は「
歯
の
再
石
灰
化
を
促
進
」「
歯
の

結
晶
構
造
を
安
定
化
」「
細
菌
に
よ
る
酸
の

発
生
を
抑
制
」す
る
働
き
が
あ
り
、「
フ
ッ
化

物
配
合
歯
磨
剤
は
歯
み
が
き
の
補
助
的
な

も
の
で
は
な
く
、積
極
的
な
予
防
剤
と
し
て

使
用
す
べ
き
で
す
」と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
小
島
所
長
は「
む
し
歯
予
防
は
歯

科
医
療
者
だ
け
で
な
く
、学
校
や
行
政
、地
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」と
言

及
。効
果
的
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予
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化
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の
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に
応
じ
た
予
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で
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水道の断水に直面しながらも、創意工夫と
地域の支援により診療を継続できたことを
報告。そして、BCPがあれば情報収集や役割
分担がもっと効率的に行えたかもしれない
と振り返り、「作成の際には、現状把握から始
め、災害を想定した思考実験を行い、職員全
体で話し合い、近隣施設や地域とのすり合わ
せを行うことが重要です」と話されました。

　越部所長は訪問看護ステーションと居宅
介護支援事業所の立場から、西日本豪雨災
害時の経験を報告されました。情報伝達の
難しさやガソリン・水など物資の不足、移動
の困難といった教訓に基づき、BCPは単に事
業所内の業務継続計画にとどまらず、その先
にある地域との連携が不可欠であると強調。
「平時からの連携は、災害時の支援を円滑に
進めることにつながります。日頃の考えや行
動の積み重ねが、いざという時の判断力や
行動力に直結するため、継続して取り組むこ
とが非常に大切です」と結ばれました。

　「広島県では、過去の災害を乗り越えて
きた経験があり、本日のように相互に情報
を共有し学び合える環境が整っているから
こそ、災害への事前準備をより充実させる
体制が築かれているのではないかと考え
ます。県の研修も活用しながら、BCPの策
定や“生きた計画”としての更新を進めてい
ただきたいと思います。また、災害対応が
長期に及ぶことも十分想定されます。職員
の方々が健康を損なうことなく取り組める
体制についても、改めてご検討をお願いし
ます」と北原局長。

　DMAT（災害派遣医療チーム）のメンバーで
もある楠センター長は、災害時の医療需要と
供給のバランスの崩壊を「災害」と定義し、災
害拠点病院や「防ぎ得た災害死を減らす」を
目標とするDMATの役割について説明されま
した。続いてDMATの組織化を表すCSCA（指
揮・統制、安全、情報伝達、評価）という概念や、
被災状況に応じて、医療機関が取るべき行動
について説明。「災害時の膨大なニーズに効
率的に対応するためには、普段から医療機関
や多職種が連携し、顔の見える関係を構築し
ておくことが重要です」と強調されました。

　はじめに小野会長は、「BCP策定や日頃
からの訓練、災害の各フェーズにおける支
援の在り方など、多くの学びがありました」
と3名の発表者に謝辞を述べられました。
そして、能登半島地震での支援経験を共有
し、災害の各フェーズで可能な範囲の支援
を行うことの重要性を学んだと説明。「地域
において住民の誰一人取り残さない災害
対策をしっかりと立て、それを実践していく
ことが重要です。国診協が開催するBCP研
修会にもぜひご参加ください」と締めくくら
れました。

［発表者］ ［発表者］

［発表者］

北広島町雄鹿原診療所

安芸太田病院

三原市大和診療所

所長 東條 環樹 氏（左）

看護部長 山岡 由香里 氏（右）

前所長
藤家 証一 氏

県立広島病院 
救命救急センター
センター長
楠 真二 氏

　東條副学会長は閉会にあたり、「皆さまの
発表や熱心な討議を拝見し、平常時はもと
より困難な状況においても、それぞれの立
場から地域包括ケアシステムを実践されて
いることを実感しました。今後も研鑽を重ね
ていただき、地域医療のさらなる充実と発
展に向けてご尽力くださいますようお願い
申し上げます」とあいさつされました。

　5名が登壇し、臨床や臨床検査、診療
施設の運営・管理など、日夜研鑽され
た研究について発表があり、活発な質
疑応答も行われました。また、ウェブで
は22演題の収録発表も行われました。

第51回 
広島県国保診療施設
地域医療学会

副学会長
東條 環樹 氏

公立世羅中央病院
看護師長 永田 綾子 氏

地方独立行政法人府中市病院機構府中北市民病院
看護部長 徳田 明美 氏

庄原市立西城市民病院
理学療法士 石田 希 氏

公立みつぎ総合病院
看護師 澤井 砂璃 氏

安芸太田病院
臨床検査技師 佐藤 奈緒子 氏

公立世羅中央病院
整形外科・医師 大川 新吾 氏

広島県健康福祉局
局長
北原 加奈子 氏

全国国民健康保険
診療施設協議会
会長
小野 剛 氏

所長
越部 恵美 氏

ほっと・はぁとステーションてのひら 
居宅介護支援事業所てのひら

［座 長］

［発表者］



1999年大分医科大学（現大分大
学医学部）卒業。広島大学呼吸器
内科助教を経て、2012年よりマツ
ダ株式会社マツダ病院に勤務。日
本呼吸器学会専門医・指導医、広
島大学医学部臨床教授。

息切れや長引く咳の陰に潜むCOPD（慢性閉塞性肺疾患）。
今回は、マツダ病院の大成洋二郎さんに、
病気の特徴や治療のポイント、予防法などを聞きました。

見
逃
さ
れ
や
す
い
肺
の
病
気

　
C
O
P
D（
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
）は
、空
気
の
通
り
道
で
あ

る「
気
管
支
」が
狭
く
な
り
、肺
の
奥
に
あ

る「
肺
胞（
は
い
ほ
う
）」と
い
う
袋
状
の

組
織
が
壊
れ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。こ
れ

に
よ
り
呼
吸
の
効
率
が
落
ち
、息
切
れ
や

慢
性
的
な
咳
、痰（
た
ん
）が
続
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
肺
胞
が
壊
れ
る
と
、吸
い
込
ん

だ
空
気
を
十
分
に
吐
き
出
せ
な
い
状
態
に

な
り
ま
す
。こ
れ
が「
エ
ア
ト
ラ
ッ
ピ
ン
グ

（
空
気
の
捉
え
込
み
）」と
呼
ば
れ
、進
む

と
、空
気
を
う
ま
く
吸
う
こ
と
も
で
き
な

く
な
り
苦
し
く
な
り
ま
す
。特
に
動
い
た

と
き
に
強
い
息
切
れ
が
起
こ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。C
O
P
D
は
徐
々
に
進
行
す
る

た
め
気
づ
き
に
く
く
、Q
O
L（
日
常
生
活

の
質
）を
大
き
く
下
げ
る
病
気
で
す
。

　
病
気
の
初
期
段
階
で
は
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、呼
吸
機
能
が
か
な
り
低

下
し
て
か
ら
咳
や
痰
、息
切
れ
と
い
っ
た

症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、診
断

時
に
は
す
で
に
病
状
が
か
な
り
進
行
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

大成 洋二郎さん

　
一
度
壊
れ
て
し
ま
っ
た
肺
胞

や
肥
厚
し
た
気
管
支
が
元
通
り

に
な
る
こ
と
は
、基
本
的
に
あ
り
ま
せ

ん
。喫
煙
を
続
け
る
限
り
進
行
す
る
た

め
、禁
煙
が
最
も
重
要
な
治
療
の
柱
と

な
り
ま
す
。

　
薬
物
療
法
と
し
て
は
、狭
く
な
っ
た
気

管
支
を
広
げ
る
吸
入
薬（
気
管
支
拡
張

薬
）が
中
心
と
な
り
ま
す
。代
表
的
な
の

が「
ラ
マ（
長
時
間
作
用
性
抗
コ
リ
ン

薬
：
L
A
M
A
）」や「
ラ
バ（
長
時
間
作

合
併
症
も

あ
る
そ
う
で
す
ね
。

　
C
O
P
D
は「
全
身
性
炎
症

性
疾
患
」と
も
い
わ
れ
、肺
以
外

に
も
症
状
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

ど
の
よ
う
に

予
防
で
き
ま
す
か
？

　
禁
煙
が
最
も
重
要
な
予
防

法
で
す
。タ
バ
コ
を
や
め
た
時
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マツダ病院

C
O
P
D
は
ど
の
よ
う
な

病
気
で
す
か
？

治
療
法
に
は

何
が
あ
り
ま
す
か
？

第2回 COPD

　
C
O
P
D
の
最
も
重
要
な
原

因
は
タ
バ
コ
で
あ
り
、日
本
人

の
C
O
P
D
患
者
の
95
%
以
上
が
喫
煙

者
で
す
。特
に
20
〜
30
年
以
上
タ
バ
コ

を
吸
い
続
け
た
60
歳
以
上
の
人
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
。タ
バ
コ
を
吸
う
人
全
員

が
C
O
P
D
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、

約
15
%
か
ら
20
%
の
喫
煙
者
が
発
症
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、喫
煙
率

の
男
女
比
で
は
、高
齢
者
世
代
で
男
性

が
圧
倒
的
に
喫
煙
し
て
い
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
人
が

な
り
や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
？

（慢性閉塞性肺疾患）

C
O
P
D
患
者
は
圧
倒
的
に
男
性
が
多

い
で
す
。

　
タ
バ
コ
以
外
に
も
、大
気
汚
染
や
受

動
喫
煙
、職
業
性
の
粉
塵
や
化
学
物
質

へ
の
曝
露
、バ
イ
オ
マ
ス
燃
焼
煙
な
ど
も

リ
ス
ク
因
子
と
さ
れ
て
い
ま
す
。近
年

で
は
、子
ど
も
の
頃
の
肺
炎
や
喘
息
な

ど
の「
小
児
期
の
呼
吸
器
感
染
症
」も

C
O
P
D
の
要
因
に
な
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、妊
娠
中
に

母
親
が
喫
煙
す
る
と
、タ
バ
コ
の
有
害

物
質
が
血
流
に
乗
っ
て
胎
児
に
影
響
を

及
ぼ
し
、出
生
後
に
肺
機
能
が
弱
い
ま

ま
成
長
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

用
性
β
2
刺
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薬
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L
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）」と
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る
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で
、こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ

た
配
合
剤
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、炎
症
を

抑
え
る
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
を
併
用
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
吸
入
薬

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、息
切
れ
の
改

善
や
咳
、痰
の
減
少
が
期
待
で
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ま
す
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吸
入
薬
は
正
し
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使
わ
な
い
と
効
果

が
出
ま
せ
ん
。そ
の
た
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、吸
入
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導
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非
常
に
重
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医
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に
起
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症
性
サ

イ
ト
カ
イ
ン
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に
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、さ
ま
ざ
ま
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に
影
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す
か
ら
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。特
に
多
い
併
存
症
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高
血
圧
、心
不
全
、糖
尿
病
。そ
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他
に

も
骨
粗
し
ょ
う
症
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レ
イ
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、サ
ル
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ペ
ニ
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安
・
抑
う
つ
、閉
塞
性
睡
眠
時

無
呼
吸
、胃
食
道
逆
流
症
、貧
血
な
ど
の

併
存
症
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、C
O
P
D
は「
急
性
増
悪
」と

呼
ば
れ
る
急
な
悪
化
を
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す
こ
と
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あ
り
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心
血
管
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ベ
ン
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心
筋
梗
塞
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心
症
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不
全
、脳
卒

中
な
ど
）の
発
症
リ
ス
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高
め
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
血
圧
や
糖
尿
病
の
治
療
中
の
方

で
は
、C
O
P
D
が
併
存
し
て
い
る
場

合
、心
血
管
イ
ベ
ン
ト
や
増
悪
に
よ
る

入
院
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。高
血
圧
や
糖
尿
病
の

患
者
さ
ん
の
中
に
、C
O
P
D
が
隠
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
た
め
、

息
切
れ
や
長
引
く
咳
が
あ
る
場
合
は

注
意
が
必
要
で
す
。

点
か
ら
、呼
吸
機
能
の
低
下
の
進
行
ス

ピ
ー
ド
は
喫
煙
し
な
い
人
と
同
じ
く

ら
い
穏
や
か
に
な
り
ま
す
。

　
C
O
P
D
の
増
悪
は
、呼
吸
機
能
の

悪
化
や
Q
O
L
の
低
下
、生
命
予
後
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、増
悪
の
予
防

も
非
常
に
重
要
で
す
。

　
咳
や
息
切
れ
が
気
に
な
る
方
は
、

「
年
の
せ
い
」や「
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い

た
か
ら
仕
方
な
い
」と
放
置
せ
ず
、早

期
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、検
査
・
診

断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

COPDの定義

タバコ煙を主とする有害物質を長期に吸入曝
露することなどにより生ずる肺疾患であり、呼
吸機能検査で気流閉塞を示す。気流閉塞は末
梢気道病変と気腫性病変がさまざまな割合で
複合的に関与し起こる。臨床的には徐々に進
行する労作時の呼吸困難や慢性の咳・痰を示
すが、これらの症状に乏しいこともある。

COPDは、肺固有の疾患であると同時に全身性炎症性疾患でもある。
COPDの気流閉塞の程度にかかわらず、併存症の有無が、増悪頻度
の増加、身体活動制限、予後の悪化に影響を及ぼす可能性がある。特
に、人口の高齢化に伴い、身体活動性を維持するために、フレイルや
サルコペニアの早期発見、介入が必要である。

（一般社団法人日本呼吸器学会：COPD（慢性閉塞性肺疾患）
  診断と治療のためのガイドライン第6版、P10）

（一般社団法人日本呼吸器学会：COPD（慢性閉塞性肺疾患）
  診断と治療のためのガイドライン第6版、P35-42より作成）

（Hurst JR. et al.: Eur J Intern Med. 
   73: 1-6, 2020 を基に作成）

COPDにおける全身併存症と肺合併症
全身併存症

肺合併症は、COPDと併存して肺に生じる
疾患を示す。

肺合併症

全身性炎症
骨格筋機能障害・
サルコペニア・フレイル
代謝性疾患（糖尿病など）
骨粗しょう症
心血管疾患

喘息（ACO）
肺高血圧症
肺がん

不安・抑うつ・認知症
閉塞性睡眠時無呼吸
消化器疾患・胃食道逆流症・
嚥下障害
貧血 など

など

気腫合併肺線維症
（CPFE）

COPD増悪の負のスパイラル（イメージ図）

死亡

COPD憎悪

QOL

将来のCOPD憎悪

身体活動
肺機能

メンタルヘルス

フ
に
よ
る
丁
寧
な
指
導
や
定
期
的
な
確

認
が
不
可
欠
で
す
。

気胸

肺炎



1999年大分医科大学（現大分大
学医学部）卒業。広島大学呼吸器
内科助教を経て、2012年よりマツ
ダ株式会社マツダ病院に勤務。日
本呼吸器学会専門医・指導医、広
島大学医学部臨床教授。

息切れや長引く咳の陰に潜むCOPD（慢性閉塞性肺疾患）。
今回は、マツダ病院の大成洋二郎さんに、
病気の特徴や治療のポイント、予防法などを聞きました。

見
逃
さ
れ
や
す
い
肺
の
病
気

　
C
O
P
D（
慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患
）は
、空
気
の
通
り
道
で
あ

る「
気
管
支
」が
狭
く
な
り
、肺
の
奥
に
あ

る「
肺
胞（
は
い
ほ
う
）」と
い
う
袋
状
の

組
織
が
壊
れ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。こ
れ

に
よ
り
呼
吸
の
効
率
が
落
ち
、息
切
れ
や

慢
性
的
な
咳
、痰（
た
ん
）が
続
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
肺
胞
が
壊
れ
る
と
、吸
い
込
ん

だ
空
気
を
十
分
に
吐
き
出
せ
な
い
状
態
に

な
り
ま
す
。こ
れ
が「
エ
ア
ト
ラ
ッ
ピ
ン
グ

（
空
気
の
捉
え
込
み
）」と
呼
ば
れ
、進
む

と
、空
気
を
う
ま
く
吸
う
こ
と
も
で
き
な

く
な
り
苦
し
く
な
り
ま
す
。特
に
動
い
た

と
き
に
強
い
息
切
れ
が
起
こ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。C
O
P
D
は
徐
々
に
進
行
す
る

た
め
気
づ
き
に
く
く
、Q
O
L（
日
常
生
活

の
質
）を
大
き
く
下
げ
る
病
気
で
す
。

　
病
気
の
初
期
段
階
で
は
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、呼
吸
機
能
が
か
な
り
低

下
し
て
か
ら
咳
や
痰
、息
切
れ
と
い
っ
た

症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、診
断

時
に
は
す
で
に
病
状
が
か
な
り
進
行
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

大成 洋二郎さん

　
一
度
壊
れ
て
し
ま
っ
た
肺
胞

や
肥
厚
し
た
気
管
支
が
元
通
り

に
な
る
こ
と
は
、基
本
的
に
あ
り
ま
せ

ん
。喫
煙
を
続
け
る
限
り
進
行
す
る
た

め
、禁
煙
が
最
も
重
要
な
治
療
の
柱
と

な
り
ま
す
。

　
薬
物
療
法
と
し
て
は
、狭
く
な
っ
た
気

管
支
を
広
げ
る
吸
入
薬（
気
管
支
拡
張

薬
）が
中
心
と
な
り
ま
す
。代
表
的
な
の

が「
ラ
マ（
長
時
間
作
用
性
抗
コ
リ
ン

薬
：
L
A
M
A
）」や「
ラ
バ（
長
時
間
作

合
併
症
も

あ
る
そ
う
で
す
ね
。

　
C
O
P
D
は「
全
身
性
炎
症

性
疾
患
」と
も
い
わ
れ
、肺
以
外

に
も
症
状
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

ど
の
よ
う
に

予
防
で
き
ま
す
か
？

　
禁
煙
が
最
も
重
要
な
予
防

法
で
す
。タ
バ
コ
を
や
め
た
時

1314 ひろしまの国保 No. 829 ひろしまの国保 No. 829

マツダ病院

C
O
P
D
は
ど
の
よ
う
な

病
気
で
す
か
？

治
療
法
に
は

何
が
あ
り
ま
す
か
？

第2回 COPD

　
C
O
P
D
の
最
も
重
要
な
原

因
は
タ
バ
コ
で
あ
り
、日
本
人

の
C
O
P
D
患
者
の
95
%
以
上
が
喫
煙

者
で
す
。特
に
20
〜
30
年
以
上
タ
バ
コ

を
吸
い
続
け
た
60
歳
以
上
の
人
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
。タ
バ
コ
を
吸
う
人
全
員

が
C
O
P
D
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、

約
15
%
か
ら
20
%
の
喫
煙
者
が
発
症
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、喫
煙
率

の
男
女
比
で
は
、高
齢
者
世
代
で
男
性

が
圧
倒
的
に
喫
煙
し
て
い
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
人
が

な
り
や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
？

（慢性閉塞性肺疾患）

C
O
P
D
患
者
は
圧
倒
的
に
男
性
が
多

い
で
す
。

　
タ
バ
コ
以
外
に
も
、大
気
汚
染
や
受

動
喫
煙
、職
業
性
の
粉
塵
や
化
学
物
質

へ
の
曝
露
、バ
イ
オ
マ
ス
燃
焼
煙
な
ど
も

リ
ス
ク
因
子
と
さ
れ
て
い
ま
す
。近
年

で
は
、子
ど
も
の
頃
の
肺
炎
や
喘
息
な

ど
の「
小
児
期
の
呼
吸
器
感
染
症
」も

C
O
P
D
の
要
因
に
な
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、妊
娠
中
に

母
親
が
喫
煙
す
る
と
、タ
バ
コ
の
有
害

物
質
が
血
流
に
乗
っ
て
胎
児
に
影
響
を

及
ぼ
し
、出
生
後
に
肺
機
能
が
弱
い
ま

ま
成
長
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

用
性
β
2
刺
激
薬
：
L
A
B
A
）」と
呼

ば
れ
る
薬
で
、こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ

た
配
合
剤
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、炎
症
を

抑
え
る
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
を
併
用
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
吸
入
薬

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、息
切
れ
の
改

善
や
咳
、痰
の
減
少
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
吸
入
薬
は
正
し
く
使
わ
な
い
と
効
果

が
出
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、吸
入
指
導
が

非
常
に
重
要
で
、薬
剤
師
や
医
療
ス
タ
ッ

す
。肺
に
起
き
た
炎
症
物
質（
炎
症
性
サ

イ
ト
カ
イ
ン
）が
血
流
に
乗
っ
て
全
身
に

回
り
、さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
に
影
響
を
及

ぼ
す
か
ら
で
す
。特
に
多
い
併
存
症
は

高
血
圧
、心
不
全
、糖
尿
病
。そ
の
他
に

も
骨
粗
し
ょ
う
症
、フ
レ
イ
ル
、サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
、不
安
・
抑
う
つ
、閉
塞
性
睡
眠
時

無
呼
吸
、胃
食
道
逆
流
症
、貧
血
な
ど
の

併
存
症
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、C
O
P
D
は「
急
性
増
悪
」と

呼
ば
れ
る
急
な
悪
化
を
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
、こ
れ
が
心
血
管
イ
ベ
ン
ト

（
心
筋
梗
塞
、狭
心
症
、心
不
全
、脳
卒

中
な
ど
）の
発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
血
圧
や
糖
尿
病
の
治
療
中
の
方

で
は
、C
O
P
D
が
併
存
し
て
い
る
場

合
、心
血
管
イ
ベ
ン
ト
や
増
悪
に
よ
る

入
院
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。高
血
圧
や
糖
尿
病
の

患
者
さ
ん
の
中
に
、C
O
P
D
が
隠
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
た
め
、

息
切
れ
や
長
引
く
咳
が
あ
る
場
合
は

注
意
が
必
要
で
す
。

点
か
ら
、呼
吸
機
能
の
低
下
の
進
行
ス

ピ
ー
ド
は
喫
煙
し
な
い
人
と
同
じ
く

ら
い
穏
や
か
に
な
り
ま
す
。

　
C
O
P
D
の
増
悪
は
、呼
吸
機
能
の

悪
化
や
Q
O
L
の
低
下
、生
命
予
後
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、増
悪
の
予
防

も
非
常
に
重
要
で
す
。

　
咳
や
息
切
れ
が
気
に
な
る
方
は
、

「
年
の
せ
い
」や「
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い

た
か
ら
仕
方
な
い
」と
放
置
せ
ず
、早

期
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、検
査
・
診

断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

COPDの定義

タバコ煙を主とする有害物質を長期に吸入曝
露することなどにより生ずる肺疾患であり、呼
吸機能検査で気流閉塞を示す。気流閉塞は末
梢気道病変と気腫性病変がさまざまな割合で
複合的に関与し起こる。臨床的には徐々に進
行する労作時の呼吸困難や慢性の咳・痰を示
すが、これらの症状に乏しいこともある。

COPDは、肺固有の疾患であると同時に全身性炎症性疾患でもある。
COPDの気流閉塞の程度にかかわらず、併存症の有無が、増悪頻度
の増加、身体活動制限、予後の悪化に影響を及ぼす可能性がある。特
に、人口の高齢化に伴い、身体活動性を維持するために、フレイルや
サルコペニアの早期発見、介入が必要である。

（一般社団法人日本呼吸器学会：COPD（慢性閉塞性肺疾患）
  診断と治療のためのガイドライン第6版、P10）

（一般社団法人日本呼吸器学会：COPD（慢性閉塞性肺疾患）
  診断と治療のためのガイドライン第6版、P35-42より作成）

（Hurst JR. et al.: Eur J Intern Med. 
   73: 1-6, 2020 を基に作成）

COPDにおける全身併存症と肺合併症
全身併存症

肺合併症は、COPDと併存して肺に生じる
疾患を示す。

肺合併症

全身性炎症
骨格筋機能障害・
サルコペニア・フレイル
代謝性疾患（糖尿病など）
骨粗しょう症
心血管疾患

喘息（ACO）
肺高血圧症
肺がん

不安・抑うつ・認知症
閉塞性睡眠時無呼吸
消化器疾患・胃食道逆流症・
嚥下障害
貧血 など

など

気腫合併肺線維症
（CPFE）

COPD増悪の負のスパイラル（イメージ図）

死亡

COPD憎悪

QOL

将来のCOPD憎悪

身体活動
肺機能

メンタルヘルス

フ
に
よ
る
丁
寧
な
指
導
や
定
期
的
な
確

認
が
不
可
欠
で
す
。

気胸

肺炎
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運動
しよう！

下半身の
運動

第 2 回

転
倒
を
予
防
す
る
に
は
、下

肢
の
筋
力
と
柔
軟
性
の
維

持
が
重
要
で
す
。日
々
の
継

続
が
効
果
を
高
め
ま
す
。

※無理のない範囲で行いましょう。
※痛みがある場合は控えましょう。

もも上げ
左右20回    3セット

股関節のストレッチ
左右20秒    3セット

医療法人 光臨会
荒木脳神経外科病院

椅子に浅く腰掛け、
両手で座面を支え
てバランスを取りな
がら、左右交互に膝
を高く持ち上げる。
腰を反らせないよ
う注意。

椅子に座り、片足の足首
を反対側の膝の上にの
せる。背筋を伸ばし、息
を吐きながら上体を前
に傾け、呼吸を続けなが
ら姿勢を維持する。

第2 回  竹原市

歩いて発見
！

竹原駅

文化と建築を味わう
「安芸の小京都コース」

1

2

3
4

5

旧笠井邸

普明閣（西方寺）

竹原市
歴史民俗資料館

藤井酒造―酒蔵交流館―

道の駅たけはら

たけはら観光案内所
地図や観光スポット、モデルコース
などの情報が充実。初めての人で
も安心して町歩きが楽しめる、心
強い出発点です。

旧森川家住宅
主屋や土蔵などが当時のまま残さ
れており、豪商の暮らしぶりを今に
伝えます。敷地内にカフェを併設。

まちなみ竹工房
竹原の伝統工芸「竹細工」
の体験施設。職人による実
演や、竹を使った小物づく
りが楽しめます。

1
明治初期に塩田経営者の邸宅として建
てられた歴史ある建物です。立派な梁
や屋根などが見応えあり、2階からは町
並み保存地区の眺望も楽しめます。

旧笠井邸

2

8：00～18：00営

町並み保存地区を見下ろす高台に立
つ西方寺の観音堂です。京都・清水寺
を模した舞台造りが特徴で、竹原の町
並みを一望できる絶景スポットとして
知られています。

普明閣（西方寺）

3
江戸時代の郷塾「竹原書院」の跡地に
建てられた洋館で、館内では町に繁栄
をもたらした製塩業の歴史や資料を展
示しています。

竹原市歴史民俗資料館

4

11：00～16：00
月曜（祝日の場合は翌日）、1月1日
0846-22-5158

営
休 
問

1863年創業の老舗酒蔵が営む観光施
設。江戸時代の酒蔵を改装した空間で、
日本酒「龍勢」などの試飲や竹細工・酒器
の購入ができます。併設のそば処も人気。

藤井酒造―酒蔵交流館―

5
新鮮な野菜や地酒、竹細工など、竹原市の
特産品が豊富にそろい、お土産選びに
ぴったり。食事処やレンタサイクルもあり、
散策の拠点として便利なスポットです。

道の駅たけはら

432

185 185

竹鶴政孝・リタ像
ウイスキーの父・竹鶴政孝と妻リタ
の像は、竹原の歴史と国際的なロマ
ンを感じられるスポット。記念撮影
にもおすすめです。

スタート

ゴール

魚飯（ぎょはん）
まち自慢

　
竹
原
市
は
、江
戸
時
代
に
製
塩
業
や
酒

造
業
で
栄
え
た
商
人
の
町
で
す
。平
安
時

代
に
京
都・下
鴨
神
社
の
荘
園
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、「
安
芸
の
小
京
都
」と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。そ
の
象
徴
で
あ
る
町
並
み
は
、

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
ば
れ
、往
時
の
繁
栄
を
今
に
伝
え
る

家
々
が
美
し
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
保
存
地
区
の
主
要
エ
リ
ア
は
、本
町

通
り
を
中
心
に
、大
小
路
や
板
屋
小
路

な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
通

り
に
は
、N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説

『
マ
ッ
サ
ン
』の
モ
デ
ル・竹
鶴
政
孝
の
生

家
で
あ
る
竹
鶴
酒
造
や
、ハ
ー
ト
型
の

格
子
で
知
ら
れ
る
旧
松
阪
家
住
宅
な
ど

が
立
ち
並
び
、町
全
体
が
文
化
財
の
よ

う
で
す
。ま
た
、竹
原
市
歴
史
民
俗
資

料
館
や
竹
細
工
を
体
験
で
き
る
ま
ち
な

み
竹
工
房
も
あ
り
、地
元
文
化
に
触
れ

る
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

　
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト「
た
け
は
ら
憧
憬

の
路
〜
町
並
み
竹
灯
り
〜
」も
ぜ
ひ

チ
ェッ
ク
を
。今
年
は
10
月
25
日（
土
）・26

日（
日
）に
開
催
。ろ
う
そ
く
の
や
さ
し
い

光
が
町
並
み
を
幻
想
的
に
照
ら
し
ま
す
。

町
並
み
に
伝
統
が
息
づ
く

町並み保存センター

胡堂

竹鶴酒造

距離：約3km　所要時間：約1時間
安芸の小京都コース

トイレ お土産 パーキング
※コースタイムには若干の休憩時間も含まれています。
※歩行の際はお車にご注意ください。

マクドナルド

JR 呉線

広域 MAP

安芸の
小京都コース

2

432

高屋JCT 河内IC

上三永IC

山陽自動車道

山陽新幹線 本郷駅

竹原駅

大乗駅

忠海駅
吉名駅

安芸津駅

風早駅
JR 呉線

JR 山陽本線

焼いた白身魚のほぐし身と錦糸卵、シ
バエビなど彩り豊かな具をのせ、魚の
骨でとっただし汁をかけて味わう混ぜ
ご飯です。一時は姿を消した「幻の
料理」でしたが、古い新聞記事をもと
にレシピが再現され、市内の飲食店
でも提供されています。

10：00～16：00
不定
0846-22-0214

営
休 
問

10：00～16：00（入館は15：30まで）
火曜日（祝日は開館）、12月27日～1月3日
0846-22-5186

営
休 
問

9：00～17：00（食事処は10：30～14：30
／火・水曜日は10：30～16：00）
第3水曜（祝日の場合は翌日）、12月31日、1月1日～3日
0846-23-5100

営

休 
問

今号の
表紙スポット

1516 ひろしまの国保 No. 829 ひろしまの国保 No. 829

岡 夢佳さん岡 夢佳さん

竹原市企画部
産業振興課
商工観光振興係
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1

2

3
4

5

旧笠井邸

普明閣（西方寺）

竹原市
歴史民俗資料館

藤井酒造―酒蔵交流館―

道の駅たけはら

たけはら観光案内所
地図や観光スポット、モデルコース
などの情報が充実。初めての人で
も安心して町歩きが楽しめる、心
強い出発点です。

旧森川家住宅
主屋や土蔵などが当時のまま残さ
れており、豪商の暮らしぶりを今に
伝えます。敷地内にカフェを併設。

まちなみ竹工房
竹原の伝統工芸「竹細工」
の体験施設。職人による実
演や、竹を使った小物づく
りが楽しめます。

1
明治初期に塩田経営者の邸宅として建
てられた歴史ある建物です。立派な梁
や屋根などが見応えあり、2階からは町
並み保存地区の眺望も楽しめます。

旧笠井邸

2

8：00～18：00営

町並み保存地区を見下ろす高台に立
つ西方寺の観音堂です。京都・清水寺
を模した舞台造りが特徴で、竹原の町
並みを一望できる絶景スポットとして
知られています。

普明閣（西方寺）

3
江戸時代の郷塾「竹原書院」の跡地に
建てられた洋館で、館内では町に繁栄
をもたらした製塩業の歴史や資料を展
示しています。

竹原市歴史民俗資料館

4

11：00～16：00
月曜（祝日の場合は翌日）、1月1日
0846-22-5158

営
休 
問

1863年創業の老舗酒蔵が営む観光施
設。江戸時代の酒蔵を改装した空間で、
日本酒「龍勢」などの試飲や竹細工・酒器
の購入ができます。併設のそば処も人気。

藤井酒造―酒蔵交流館―

5
新鮮な野菜や地酒、竹細工など、竹原市の
特産品が豊富にそろい、お土産選びに
ぴったり。食事処やレンタサイクルもあり、
散策の拠点として便利なスポットです。

道の駅たけはら

432

185 185

竹鶴政孝・リタ像
ウイスキーの父・竹鶴政孝と妻リタ
の像は、竹原の歴史と国際的なロマ
ンを感じられるスポット。記念撮影
にもおすすめです。

スタート

ゴール

魚飯（ぎょはん）
まち自慢

　
竹
原
市
は
、江
戸
時
代
に
製
塩
業
や
酒

造
業
で
栄
え
た
商
人
の
町
で
す
。平
安
時

代
に
京
都・下
鴨
神
社
の
荘
園
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、「
安
芸
の
小
京
都
」と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。そ
の
象
徴
で
あ
る
町
並
み
は
、

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

に
選
ば
れ
、往
時
の
繁
栄
を
今
に
伝
え
る

家
々
が
美
し
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
保
存
地
区
の
主
要
エ
リ
ア
は
、本
町

通
り
を
中
心
に
、大
小
路
や
板
屋
小
路

な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
通

り
に
は
、N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説

『
マ
ッ
サ
ン
』の
モ
デ
ル・竹
鶴
政
孝
の
生

家
で
あ
る
竹
鶴
酒
造
や
、ハ
ー
ト
型
の

格
子
で
知
ら
れ
る
旧
松
阪
家
住
宅
な
ど

が
立
ち
並
び
、町
全
体
が
文
化
財
の
よ

う
で
す
。ま
た
、竹
原
市
歴
史
民
俗
資

料
館
や
竹
細
工
を
体
験
で
き
る
ま
ち
な

み
竹
工
房
も
あ
り
、地
元
文
化
に
触
れ

る
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

　
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト「
た
け
は
ら
憧
憬

の
路
〜
町
並
み
竹
灯
り
〜
」も
ぜ
ひ

チ
ェッ
ク
を
。今
年
は
10
月
25
日（
土
）・26

日（
日
）に
開
催
。ろ
う
そ
く
の
や
さ
し
い

光
が
町
並
み
を
幻
想
的
に
照
ら
し
ま
す
。

町
並
み
に
伝
統
が
息
づ
く

町並み保存センター

胡堂

竹鶴酒造

距離：約3km　所要時間：約1時間
安芸の小京都コース

トイレ お土産 パーキング
※コースタイムには若干の休憩時間も含まれています。
※歩行の際はお車にご注意ください。

マクドナルド

JR 呉線

広域 MAP

安芸の
小京都コース

2

432

高屋JCT 河内IC

上三永IC

山陽自動車道

山陽新幹線 本郷駅

竹原駅

大乗駅

忠海駅
吉名駅

安芸津駅

風早駅
JR 呉線

JR 山陽本線

焼いた白身魚のほぐし身と錦糸卵、シ
バエビなど彩り豊かな具をのせ、魚の
骨でとっただし汁をかけて味わう混ぜ
ご飯です。一時は姿を消した「幻の
料理」でしたが、古い新聞記事をもと
にレシピが再現され、市内の飲食店
でも提供されています。

10：00～16：00
不定
0846-22-0214

営
休 
問

10：00～16：00（入館は15：30まで）
火曜日（祝日は開館）、12月27日～1月3日
0846-22-5186

営
休 
問

9：00～17：00（食事処は10：30～14：30
／火・水曜日は10：30～16：00）
第3水曜（祝日の場合は翌日）、12月31日、1月1日～3日
0846-23-5100

営

休 
問

今号の
表紙スポット

1516 ひろしまの国保 No. 829 ひろしまの国保 No. 829

岡 夢佳さん岡 夢佳さん

竹原市企画部
産業振興課
商工観光振興係



17ひろしまの国保 No. 829

実施状況 〈令和7年6月16日～令和7年9月15日〉

【広島県保険者協議会】データヘルスに関する研修会【実践編】
ケアプラン点検支援事業（北広島町）（ウェブ開催）
ケアプラン点検支援事業（熊野町）（ウェブ開催）
高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施に係る担当者研修会
【広島県国保診療施設協議会】介護保険制度、看護・介護・
地域リハビリテーション合同部会（ウェブ開催）
国保診療報酬審査委員会・合議
【広島県在宅保健福祉活動者の会】第2回専門部会研修会
柔道整復療養費審査委員会・合議
介護給付費等審査委員会・合議
市町等苦情処理ブロック別連絡会議（北部ブロック）
ケアプラン点検支援事業（坂町）（ウェブ開催）
ケアプラン点検支援事業（府中市）（ウェブ開催）
ケアプラン点検支援事業（竹原市）（ウェブ開催）
ケアプラン点検支援事業（神石高原町）（ウェブ開催）
徴収職員専門研修「徴収担当者のための民法」
ケアプラン点検支援事業（三次市）（ウェブ開催）
【広島県市町村保健活動協議会】第3回保健師部会役員会及び第2回保健師部会研修会
【広島県保険者協議会】特定健診・特定保健指導に関する人材育成研修会【技術編】
国保制度改善強化全国大会
国保診療報酬審査委員会・合議
ケアプラン点検支援事業（安芸太田町）（ウェブ開催）
柔道整復療養費審査委員会・合議
介護給付費等審査委員会・合議
市町等苦情処理ブロック別連絡会議（広島ブロック）
【広島県市町村保健活動協議会】第3回栄養士部会役員会及び栄養士師部会研修会
第4回保健事業支援・評価委員会
第2回監事会
第2回国保担当課長会議（ウェブ会議）
【広島県保険者協議会】第2回専門部会（ウェブ開催）
【広島県国保診療施設協議会】国保診療施設長等研修会
【広島県保険者協議会】保健・医療・予防等に関する研修会（ウェブ開催）
国保診療報酬審査委員会・合議
第2回理事会
柔道整復療養費審査委員会・合議
介護給付費等審査委員会・合議
【広島県国保診療施設協議会】第2回事務長研修会（ウェブ開催）

国保会館
̶
̶

国保会館

̶

国保会館
国保会館
国保会館
国保会館
三次市
̶
̶
̶
̶

国保会館
̶

国保会館
国保会館
東京都
国保会館
̶

国保会館
国保会館
広島市
国保会館
国保会館
̶
̶
̶

国保会館
̶

国保会館
国保会館
国保会館
国保会館
̶

【広島県保険者協議会】データヘルスに関する研修会【入門編】

【広島県保険者協議会】監事会

第三者行為求償事務研修会（介護編）

第1回事前補助監査

【広島県国保診療施設協議会】第1回地域医療・学術部会（ウェブ開催）

中国地方国民健康保険事務担当者研究協議会

ケアプランデータ連携システム事業所向け説明会

【広島県市町村保健活動協議会】第2回保健師部会役員会及び
第1回保健師部会研修会（ハイブリッド開催）

第1回国保担当課長会議（ウェブ開催）

介護サービス苦情処理委員会（ハイブリッド開催）

第1回監事会

【広島県国保診療施設協議会】監事会

【広島県国保診療施設協議会】歯科保健部会・研修会

第1回理事会

【広島県国保診療施設協議会】
第1回国保診療施設事務長研修会（ウェブ開催）

【広島県国保診療施設協議会】第1回理事会（書面開催）

臨時総会

【広島県在宅保健福祉活動者の会】第1回地区活動推進専門部会

6月16日（月）

6月19日（木）

6月20日（金）

6月23日（月）

6月24日（火）

6月27日（金）

6月30日（月）

7月  1日（火）

7月  2日（水）

7月  8日（火）

7月11日（金）

7月15日（火）

7月16日（水）

7月23日（水）

国保会館

国保会館

国保会館

国保会館

̶

山口市

東広島市

国保会館

̶

国保会館

国保会館

国保会館

国保会館

国保会館

̶

̶

国保会館

国保会館

7月24日（木）

7月25日（金）

7月28日（月）

7月29日（火）

7月31日（木）

8月19日（火）

8月22日（金）

8月25日（月）

8月27日（水）

8月30日（土）

9月  2日（火）

9月  3日（水）

9月8日（月）～10日（水）

9月  9日（火）

9月12日（金）

【広島県保険者協議会】第1回専門部会（ウェブ開催）

市町等苦情処理ブロック別連絡会議

【広島県国保診療施設協議会】
パネルディスカッション打合せ会

【広島県保険者協議会】第2回協議会（ウェブ開催）

徴収マネジメント研修（ハイブリッド研修）

第2回保健事業支援・評価委員会（ウェブ開催）

【広島県国保診療施設協議会】臨時総会（書面開催）

市町等介護サービス苦情処理担当者研修会

介護保険台帳業務説明会（ウェブ開催）

市町等苦情処理ブロック別連絡会議（東部ブロック）

ケアプランデータ連携システム事業所向け説明会

介護給付適正化研修会（ウェブ開催）

【広島県国保診療施設協議会】第51回地域医療学会
（ハイブリッド開催）録画配信 8/30～10/31

市町等苦情処理ブロック別連絡会議（西部東ブロック）

【広島県在宅保健福祉活動者の会】第2回理事会

徴収職員専門研修「国税徴収法・地方税法総則」（ウェブ開催）

柔道整復療養費等担当者研修会

【広島県市町村保健活動協議会】第2回栄養士部会役員会

̶

廿日市市

国保会館

̶

国保会館

̶

̶

国保会館

̶

尾道市

北広島町

－

広島市
文化交流会館

東広島市

国保会館

－

国保会館

国保会館

10月  7日（火）

10月  8日（水）
10月10日（金）

10月中旬

10月18日（土）～22日（水）
10月22日（水）
10月23日（木）

10月24日（金）

10月28日（火）
10月31日（金）
11月  4日（火）
11月  5日（水）
11月  5日（水）～  7日（金）
11月  7日（金）
11月10日（月）
11月11日（火）
11月14日（金）
11月15日（土）～19日（水）
11月19日（水）
11月20日（木）

11月21日（金）

11月27日（木）
11月下旬～12月上旬

12月上旬

12月  2日（火）
12月  4日（木）
12月13日（土）～17日（水）
12月中旬
12月18日（木）
12月23日（火）
12月下旬

国保連合会の主な行事予定 令和7年 10~12月



　だんだんと秋が近づき、夏の疲れが出てくる頃かと思いますが、皆さま体調はいかがですか。
　小さい頃は、秋という季節に対して漠然と「静かで大人な季節」という印象をもっていましたが、食欲
の秋、読書の秋、芸術の秋、といわれるように、過ごしやすい気候のなかで味わえる楽しみがたくさんあ
ることを知り、「自由で豊かな季節」だなぁと思うようになりました。
　そして、店頭に並ぶ服も、オレンジや茶色、オリーブ色などあたたかそうな色合いと、厚手の生地のも
のが増えてきました。私は寒がりなので、冬になるとおしゃれよりも防寒に力を入れるようになります。夏
もクーラーと日焼け対策で上着やアームカバーを着用することが多いので、適度に涼しく体温調節の必
要性が少ない秋は、着たい服を着たいように着る絶好の機会です。
　年々、秋は短くなっていますが、この束の間にしがみつきたいと思っています。
　本号で紹介している竹原市の「たけはら町並み保存地区」に、レトロな服を着て出かけるのも素敵で
すね。（安芸の秋を満喫できそうです、なんちゃって。）
　皆さまにとっても、心の赴くままに過ごすことができる時間が少しでも多い秋であればいいなと思います。（や）

藤川真 さん

前誉宗 さん

戸田佑樹 さん

平谷祐宏 さん

來嶋也寸無 さん

小野剛 さん

東條環樹 さん

小島宏司 さん

占部秀徳 さん

大成洋二郎 さん

岡夢佳 さん

本庄心 さん

安芸太田町地域福祉ネットワーク協議会 会長

安芸太田町地域福祉ネットワーク協議会 副会長

安芸太田町地域福祉ネットワーク協議会 事務局

広島県国民健康保険診療施設協議会 会長

第51回広島県国保診療施設地域医療学会 学会長

全国国民健康保険診療施設協議会 会長

第51回広島県国保診療施設地域医療学会 副学会長

竜王町国民健康保険診療所（歯科） 所長

国診協歯科保健委員会 委員長
公立みつぎ総合病院 診療部長

マツダ病院

竹原市企画部 産業振興課 商工観光振興係

医療法人光臨会 荒木脳神経外科病院 理学療法士

福祉の横断組織で
課題を共有、解決

Special Thanks
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3 広島わがまち協育隊 02

安芸太田町地域福祉
ネットワーク協議会（安芸太田町）

見逃されやすい肺の病気

理事長就任のご挨拶

6

9

国保連合会事業報告
令和7年臨時総会

広島県国保診療施設協議会事業報告①
第51回広島県国保診療施設地域医療学会

12 広島県国保診療施設協議会事業報告②
令和7年度歯科保健研修会

今月号の取材にご協力いただいた方および関係機関（順不同）

Special Thanks

国保連合会の主な行事予定
令和7年 10～12月
実施状況
令和7年6月16日～令和7年9月15日

歩いて発見！わくわくWalk

第2回 COPD（慢性閉塞性肺疾患）
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ら町並み保存地区」。重要伝統的
建造物群保存地区に指定され、
散策に最適なエリアです。

竹原市

今月の表紙  

バックナンバーも
ご覧になれます

編集後記
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